
【医療情報連携ネットワークへの参加について】

当ステーションでは、質の高い看護サービスを提供するため、地域の医療機関や介護事

業所とICT（情報通信技術）を活用し、診療情報等をリアルタイムで共有する体制を整

えています。

1. 連携の目的

ICTを活用し、多職種間で迅速かつ正確な情報共有を行うことで、緊急時の対応や病状

の変化に応じた適切な看護・介護サービスを提供することを目的としています。

2. 連携機関の名称

当ステーションは、以下の機関と日常的に情報共有を行っています。

・相田婦人科内科医院

・佐野厚生総合病院訪問診療科

・訪問診療「あその杜」

・ふれんど田沼居宅介護支援センター

・ケアプランセンターほほえみ

3. 使用するICTツール

[ツール名：MCS ]

4. 安全管理および個人情報の保護

情報の共有にあたっては、厚生労働省の「医療情報システムの安全管理に関するガイド

ライン」を遵守しています。また、一般社団法人医療情報システム可視化等推進機構

（HISPRO）が公表している「医療情報連携においてSNSを利用する際に気をつけるべき事

項」に基づき、以下の運用を徹底しています。

端末の管理：指紋認証や顔認証等の生体認証、または複雑なパスワードによる端末の

ロック、およびリモートワイプ（遠隔消去）機能の整備。

通信の保護：暗号化された通信経路を持つ医療用チャットツール等の使用。

認証の徹底：適切なID・パスワード管理および二段階認証による「なりすまし」の防止。

情報の最小化：共有する情報は必要最小限とし、不必要な個人識別情報の送信を回避。

同意の取得：あらかじめ情報の外部共有について、利用者様およびご家族様からの同意

を取得。

アカウントの適正管理：職員の退職や異動時には、遅滞なくアクセス権限の削除を実施。

訪問看護ステーション くずの葉


